














     

２０２５年度名古屋大学大学院生命農学研究科博士前期課程入学試験 遺伝学 

 

出題意図 
 

【問題１】変異によって遺伝子機能が失われる基本機構の理解を問うとともに、ABO 式血液型を例と

して、それぞれの変異によって、表現型、タンパク質構造、酵素活性、遺伝子発現制御がどのように

変化しうるかを分子レベルで合理的に思考する力を問う。 

【問題２】 

遺伝子、遺伝的組換え、染色体の融合と核型変化、遺伝率など、遺伝学に関する基礎的な知識を問

う。 

【問題３】 

 遺伝学の基礎的な知識（顕性・潜性、伴性遺伝、致死遺伝、連鎖と組換えなど）をベースとして、

交配による遺伝様式の推定と目的とする遺伝子を持った系統の作成方法について問い、動物育種学に

関する理解の程度を測る。 

【問題４】 

植物の花の形づくりを題材として、発生の遺伝的制御機構に関する基本的な理解を問うとともに、表

現型・遺伝子型・遺伝子発現パターンの対応関係から遺伝的モデルを構築する思考力および、遺伝学

的研究手法に対する理解の程度を測る。 

【問題５】 

遺伝子の構成要素であるDNA配列の解読は、遺伝学の分野において必須の項目である。近年、従来の

ショートリードシーケンス技術に加え、新たなロングリードシーケンス技術の開発が進み、ますます

その重要度が増している。本設問では、これら２種のシーケンス技術の基本原理と技術的特性に対す

る理解の程度を測る。 
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